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　「第5次男女共同参画基本計画」（2020年12月25日閣議決定）における「第3分野 地域における男女
共同参画の推進」の成果目標のなかに、「農業委員に占める女性の割合」として早期に20％、更に30%を
目指す（2025年度）とある。しかし2024年3月19日現在の数字は、13.9%（全国農業会議所調べ）である。
　農業協同組合役員や土地改良区理事に占める女性割合を高めるために用いられているのは、女性枠
や員外理事制度である。他方、農業委員の場合は、2015年の農業委員会法改正によって女性登用に利
用される枠組みが変わった。
　本報告では、2019～2021年度に北海道・岡山・高知・長野で実施した農業委員等を対象とした質問
紙調査の結果にもとづき、女性の農業委員等の〈地域の壁〉の乗りこえ方をとらえるとともに、地域におけ
るジェンダー平等が進まない要因を示したい。
　　＊本報告は、主にJSPS科研費 JP18H03465による共同研究の成果の一部である。
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農業委員会への女性の参画のあり方
第38回 RIDCマンスリー研究セミナー
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